
平成２７年度 経営発達支援計画 実績報告 

平成２６年６月に小規模支援法が改正され、小規模事業者の持続的発展を支援するた

めに商工会及び商工会議所が、小規模事業者の課題に対して事業計画の作成や着実な事

業の実施を支援すると共に、地域活性化につながる事業を策定し事業者に寄り添って支

援する体制を整えた「経営発達支援計画」を国が認定する制度が導入され、当所では【産

業間連携による地域資源の活用】、【人口減少による事業所数の減少・労働力不足による

地域力の低下】、【「個」の競争力ではなく「地域」面としての競争力を高める地域間連携

の推進】の地域の課題を抽出。 

４つの地域振興方針①事業の拡大・継承による事業所数の減少防止、②産業・地域間

連携による産業の振興、③新たな企業の創出・育成、若年者の雇用機会の確保と人口流

出防止、④関係機関との連携による支援体制の確立に基づき「経営発達支援計画」を策

定、関係機関と連携し、平成２７年１１月１７日に経済産業大臣からの計画認定を受け、

地域中小企業・小規模事業者の方々に対する伴走型支援を実施。 

 

 １．地域の経済動向調査に関すること  

   地域内の景気動向・業界動向の実態を迅速に把握し課題を抽出し経営改善支援（経

営分析５０件、事業計画策定事業者１０件）に繋げる。経営指導員による巡回訪問を

実施し個別課題を把握する。 

 

調査事業等 ２７年度 目標 ２７年度 実績 

北見市における景気動向調査 ４回 ４回 

新規学卒者予定初任給調査 １回 １回 

中小企業振興委員連絡会議 ３回 ４回 

金融懇談会 ４回 １回 

 

２．経営状況の分析に関すること 

   各種セミナーの開催により支援を必要とする小規模事業者の掘り起しを行うと共に

経営指導員による巡回により経営状況を個別に把握し、経営改善支援（経営分析件数：

５０件）に繋げる。 

 

事業等 ２７年度 目標 ２７年度 実績 

巡回訪問 ７００件 ５５７件 

創業セミナーの開催 ３回 ３回 

各種セミナーの開催 １０回 １８回 

経営分析件数 ５０件 ５０件 

専門家相談件数 １０件 ２９件 

 

３．事業計画策定支援に関すること 

   経営指導員による巡回、地域の経済動向調査、経営状況の分析を活用し数字・デー

タに基づく事業計画策定支援（事業計画策定事業者：１０社）を実施。創業支援では

新規創業計画作成支援（支援者数：２０人）を行う。 



事業等 ２７年度 目標 ２７年度 実績 

巡回訪問 ７００件 ５５７件 

事業計画セミナー・相談会の開催 １回 ２回 

事業計画策定事業者数 １０社 ２２社 

経営革新セミナーの開催 １回 ０回 

創業セミナーの開催 ３回 ３回 

創業支援者数 ２０人 １３人 

 

４．事業計画策定後の実施支援に関すること 

   経営指導員による巡回指導を定期的に行い、事業計画を策定した事業者が着実に計

画を推進できるよう事業者に寄り添った伴走型支援を行う。また、創業では創業者間

の情報交換会を開催し、創業時における課題・悩み等の共有と解決、仲間づくりを図

り、開業後の事業存続率６０％以上を目指す。 

 

事業等 ２７年度 目標 ２７年度 実績 

巡回訪問 ７００件 ５５７件 

創業支援者数 ２０人 １３人 

事業計画策定事業者数 １０社 ２２社 

創業者間情報交換会の開催 開催検討 ０回 

第２創業（経営革新）支援者数 ８社 ８社 

事業計画実施のフォローアップ件数 ５０件 ４８件 

 

５．需要動向調査、新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること  

   地域内外における各種展示会・商談会への出展を促し、「バイヤー・来場者の生の声」

を収集するなどし、自社商品の認知度・課題を把握すると共に市場や競合を調査する。 

   食関連では、まちづくり会社やアンテナショップを活用しテスト販売支援等の機会

を活かし需要動向調査を行う。 

 

事業等 ２７年度 目標 ２７年度 実績 

展示会・商談会の開催 各機関との連携により開催を検討 

（卸・小売業）、（工業・ＩＴ）等の展

示会参加回数 
５回 ４回 

（卸・小売業）、（工業・ＩＴ）等の展

示会出展支援者数 
１５社 １１社 

展示会におけるアンケートの実施 ２回 ２回 

ＩＴリテラシー等セミナーの開催 １回 １回 

ＩＴ利用踏査の実施 調査実施に向けた検討 

 



６．地域経済の活性化に資する取組  

   関係機関との連携による経営支援並びに地域活性化に向けた取組についての情報共

有を図ると共に事業の検討を行う。食イベント・交流人口拡大イベントの開催。中心

市街地の活性化に向けた空き店舗対策事業の実施。若年者の雇用機会の確保と地域間

連携による産業振興を推進する。 

 

事業等 ２７年度 目標 ２７年度 実績 

検討会議の開催（融合センター事務局

会議・街コン実行委員会） 
１２回 １５回 

地産地消フェスタ １回 １回 

厳寒の焼肉まつり ２回 ２回 

北見ぼんちまつり １回 １回 

きたみｄｅ街コン １回 １回 

きたみｄｅ婚カツ １回 ２回 

北見工業大学生に対する企業説明会 １回 ２回 

高校生・専門学校生・大学生の地元企

業見学会 
１回 ０回 

まちんなかＳＨＯＷ１０ 実施 実施 

オホーツク地域６会議所包括連携 包括連携締結検討 

連携締結 

合同企業説明会（28

年 3月 1 日開催）を

連携事業として実施 

 

７．他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関すること 

   連携機関との懇談会の開催、金融機関との金融懇談会の開催、オホーツク商工会議

所経営指導員連絡協議会の開催により情報共有を図る。 

 

事業等 ２７年度 目標 ２７年度 実績 

金融懇談会の開催 ４回 １回 

オホーツク商工会議所経営指導

員連絡協議会の開催 
３回 ３回 

 

８．経営指導員の支援能力の向上の取組  

   日本商工会議所、北海道商工会議所連合会主催、中小企業大学校における「支援機

関職員研修」への参加による職員の支援能力の向上を図る。 

 

※ ９講座（研修） 延１４名 受講 

 



９．支援ノウハウ等を組織内で共有する体制  

   若手職員に対するベテラン経営指導員とのチーム体制による支援体制の構築を図る。 

  



平成２７年度経営発達支援計画 事業評価委員会 実施報告 

 

１．日  時 平成２８年６月１０日（金） 午前１０時～  

２．場  所 北見経済センター ２階会議室 

３．出 席 者 北見工業大学社会連携推進センター センター長 鈴 木 聡一郎 氏 

       北見市商工観光部 部長 浦  昌 哉 氏 

       小原専務理事、服部地域振興部長、後藤企画振興課長 

４．協議事項 １）平成２７年度当所経営発達支援計画の実績と評価 

         事務局より当所経営発達支援計画について計画と２７年度実績を対比

しながら事業効果について説明。その後、委員から事業に対する意見を

伺う。 

 

５．委員からの評価・意見 

【平成２７年度 実施事項評価表】 

項  目 事業評価 

１．地域の経済動向調査に関すること Ａ 

２．経営状況の分析に関すること Ａ 

３．事業計画策定支援に関すること Ａ 

４．事業計画策定後の実施支援に関すること Ｃ 

５．需要動向調査、新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること Ｂ 

６．地域経済の活性化に資する取組 Ａ 

７．他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関すること Ｂ 

８．経営指導員等の支援能力の向上の取組 Ａ 

９．支援ノウハウ等を組織内で共有する体制 Ｂ 

 

 

 

 

４段階評価の目安 

Ａ：十分達成している、Ｂ：概ね達成している、Ｃ：半分程度しか達成できていない、Ｄ：ほとんど達成できていない 



【意 見】 

・一部項目で目標としている数値が低かったものの、全体としてほぼ目標達成が出来て

いる。 

・金融懇談会など全体で会合を開く事としているが、一堂に集まって会合を開くのは難

しく、個別ヒアリング等の手法による情報共有を図ることも必要と思われる。 

 ・今回の計画は、数値目標だけで評価できない中身が重要であると思われるので、実施

した支援について但し書きなどで補足し、より理解してもらうことも必要と思われる。 

 ・２８年度より指導員等の職員数が減少することとなるが、今後計画達成は厳しいので

はないか。 

 

６．当所からの回答 

 ・計画の中で、各項目について目標数値として掲げているが、事業実施にあたっては計

画に沿って柔軟に対応していきたい 

 ・指導員等の職員数の減少はあるが、計画実施に向け努力すると共に実施手法について

検討していきたい 

 

 


